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に
甘
や
か
さ
れ
る
方
に
良
い
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
、
豊
か
で
あ
っ
て
も
そ
の
豊
か
さ
を
数

世
代
維
持
で
き
る
家
は
ほ
と
ん
ど
な
い
、
な

ど
で
す
。
そ
し
て
、
私
が
感
じ
た
教
訓
の

ひ
と
つ
に
、
時
代
と
共
に
価
値
観
が
変
化

す
る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
お
し
ん
は

明
治
四
〇
年
、
概
ね
一一〇
年
ほ
ど
前
か
ら

始
ま
る
話
で
す
が
、
家
族
の
関
係
、
女
性

や
子
ど
も
や
労
働
者
の
権
利
、
戦
争
に
対

す
る
意
識
な
ど
、
様
々
な
点
に
関
す
る
価

値
観
が
現
代
と
は
相
当
異
な
り
ま
す
。
明

治
四
〇
年
の
時
点
で
は
、
七
歳
の
子
ど
も

　
皆
様
は
世
界
的
に
有
名
な
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝

ド
ラ
「
お
し
ん
」
を
視
聴
し
た
こ
と
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
。
現
在
は
Ｂ
Ｓ
で
再
放
送
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
明
治
後
期
か
ら
大
正
、
昭
和
の
激
動
期

を
生
き
抜
い
て
き
た
女
性
の一
代
記
で
あ
る

「
お
し
ん
」
は
、
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代

に
入
っ
た
現
代
で
も
通
用
す
る
教
訓
に
溢
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
た
と
え
ば
私
が
感
じ

た
教
訓
は
、
自
分
だ
け
が
儲
け
よ
う
と
し

て
は
な
ら
な
い
、
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
の
悲
哀
、
家
族
を
甘
や
か
す
こ
と
は
特

を
小
学
校
に
通
わ
せ
ず
に
米
一俵
と
引
き
替

え
に一
年
間
子
守
奉
公
に
出
す
な
ど
と
い
う

現
代
の
価
値
観
か
ら
は
到
底
理
解
で
き
な

い
こ
と
が
社
会
に
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
価
値
観
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば

私
個
人
と
し
て
は
、
平
成
の
後
期
に
な
っ
て

か
ら
失
敗
し
た
人
に
対
す
る
非
寛
容
と
い

う
価
値
観
が
急
速
に
拡
大
し
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
原
稿
は
七
月
二
二
日
に
書
い

て
お
り
ま
す
が
、
マ
ス
コ
ミ
で
は
芸
人
の
闇

営
業
問
題
が
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
数
人
の
大
物
芸
人
が
姿
を
消
す
と
共
に

攻
撃
対
象
が
所
属
事
務
所
に
移
り
つ
つ
あ

る
と
い
う
情
勢
で
す
。
反
社
会
的
勢
力
の

排
除
は
日
本
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き

課
題
で
あ
り
そ
の
重
要
性
を
否
定
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
間
違
っ
た
こ
と
を

し
て
し
ま
っ
た
人
を
、
大
勢
が
寄
り
集
ま
っ

て
再
起
不
能
に
な
る
ま
で
痛
め
つ
け
追
放
す

る
、
そ
れ
が
本
当
に
正
し
い
こ
と
な
の
か
今

一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み
て
も
良
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
価
値
観
の
変
化
を
強
調
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
弁
護
士
の
業
務
に
照
ら
し
て
み

れ
ば
、
弁
護
士
の
使
命
が
「
基
本
的
人
権

の
擁
護
」
と
「
社
会
正
義
の
実
現
」（
弁

護
士
法
第
一
条
）
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な

い
し
、
私
と
し
て
は
依
頼
者
を
護
る
こ
と
が

最
優
先
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
構
造

上
「
基
本
的
人
権
の
擁
護
」
が
先
で
あ
る

点
も
変
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
弁
護
士
の
使
命
を
全
う
し
皆
様
の
ご

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
事
務
所
ス
タ
ッ
フ

共
々
全
力
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど

う
か
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

弁
護
士
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太
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弁
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弁
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弁
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務
局
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井
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堀
内
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子
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橋
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え

　
吉
田
眞
樹
子

　
森
　
　
宏
子

堀
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残
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御
見
舞
申
し
上
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ま
す
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夏
休
み
も
終
盤
で
す
が
、戸
外
か
ら
子

ど
も
達
の
楽
し
そ
う
な
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。宿
題
は
終
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
本
稿
を
お
読
み
の
方
の
中
に
は
未
成
年

者
を
雇
用
さ
れ
た
り
、お
子
様
が
ア
ル
バ

イ
ト
を
経
験
さ
れ
た
り
し
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。未
成
年
者
の

雇
用
に
は
成
人
と
は
異
な
る
規
制
も
あ

り
、違
反
し
た
場
合
に
は
懲
役
や
罰
金
の

罰
則
も
あ
り
ま
す
の
で
、簡
単
に
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。

第
一
　
未
成
年
者
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
特
別
な
保
護
の
理
由

　
未
成
年
者
、（
以
下
、満
二
〇
歳
未
満
の

者
を「
未
成
年
者
」・
未
成
年
者
の
う
ち
満

一
八
歳
未
満
の
者
を「
年
少
者
」・
年
少
者

の
う
ち
満
一
五
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最

初
の
三
月
三
一
日
ま
で
の
者
を「
児
童
」と

し
ま
す
。）は
、成
人
と
比
べ
て
肉
体
的
・
精

神
的
に
未
熟
で
あ
り
、保
護
が
必
要
な
た

め
、民
法
や
労
働
基
準
法（
以
下「
労
基
法
」

と
い
い
ま
す
。）に
お
い
て
成
人
と
は
異
な

る
特
別
の
規
制
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
　
具
体
的
な
規
制

　
一
　
未
成
年
者
に
つ
い
て

　
　
未
成
年
者
で
あ
っ
て
も
、労
働
契
約

は
本
人
と
締
結
し
ま
す（
労
基
法
第
五

八
条
）。親
権
者
等
は
、未
成
年
者
に
代

わ
っ
て
労
働
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。親
権
者
等
が
、未
成

年
者
を
食
い
物
に
す
る
よ
う
な
労
働

契
約
を
締
結
で
き
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
で
す
。

　
　
親
権
者
若
し
く
は
後
見
人
又
は
行
政

官
庁
は
、労
働
契
約
が
未
成
年
者
に
不

利
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、将
来

に
向
か
っ
て
こ
れ
を
解
除
で
き
ま
す

（
労
基
法
第
五
八
条
二
項
）し
、未
成
年

者
が
労
働
契
約
を
締
結
す
る
の
は
法
定

代
理
人（
親
権
者
等
）の
同
意
が
必
要
で

す
か
ら（
民
法
第
五
条
）、　
親
権
者
等

に
よ
る
保
護（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）が
可
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
賃
金
は
、未
成
年
者
本
人
に
支
払
う

必
要
が
あ
り
ま
す（
労
基
法
五
九
条
）。

こ
れ
も
、親
権
者
等
が
未
成
年
者
を
食

い
物
に
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
で

す
。

　
二
　
年
少
者
に
つ
い
て

　（
一
）年
少
者
を
雇
用
す
る
場
合
、使
用

者
は
、そ
の
年
齢
を
証
明
す
る
戸
籍

証
明
書
を
事
業
場
に
備
え
付
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん（
労
基
法
第
五
七

条
一
項
）。

　（
二
）労
働
時
間
は
一
日
八
時
間
・
一
週

四
〇
時
間
で
、原
則
と
し
て
、こ
れ
ら

を
超
え
て
働
か
せ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん（
労
基
法
第
六
〇
条
一
項
）。

　
　
し
か
し
、以
下
の
例
外
が
あ
り
ま
す

（
労
基
法
第
六
〇
条
三
項
）。

　
①
一
週
間
の
労
働
時
間
が
四
〇
時
間

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、

一
週
間
の
う
ち
一
日
の
労
働
時
間

を
四
時
間
以
内
に
短
縮
す
る
場
合

に
お
い
て
、他
の
日
の
労
働
時
間

を
一
〇
時
間
ま
で
延
長
す
る
こ

と
。

　
②
一
週
間
に
つ
い
て
四
八
時
間
以
下

の
範
囲
内
で
、一
日
に
つ
い
て
八

時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い

て
、一
か
月
単
位
の
変
形
労
働
時

間
制
又
は
一
年
単
位
の
変
形
労
働

時
間
制（
労
基
法
第
三
二
条
の
二

又
は
第
三
二
条
の
四
及
び
第
三
二

条
の
四
の
二
）に
よ
り
労
働
さ
せ

る
こ
と
。

　（
三
）年
少
者
を
深
夜（
午
後
一
〇
時
か

ら
午
前
五
時
）に
働
か
せ
る
こ
と
は
、

原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
ま
す（
労
基

法
第
六
一
条
一
項
）。

　
　
　
た
だ
し
、交
代
制
で
働
く
一
六
歳

以
上
の
男
性
に
つ
い
て
、行
政
官
庁

（
労
働
基
準
監
督
署
）の
許
可
を
受
け

て
、午
後
一
〇
時
三
〇
分
ま
で
労
働

さ
せ
、又
は
午
前
五
時
三
〇
分
か
ら

労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
労

基
法
六
一
条
一
項
た
だ
し
書
、同
条

三
項
、農
林
水
産
業
・
保
健
衛
生
業
・

電
話
交
換
の
業
務
に
つ
い
て
、さ
ら

に
例
外
が
あ
り
ま
す
《
同
条
四

項
》。）。

　（
四
）年
少
者
は
、安
全
、衛
生
及
び
福
祉

の
見
地
か
ら
危
険
有
害
と
認
め
ら
れ

る
業
務
や
坑
内
労
働
へ
の
就
業
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す（
労
基
法
六
二
条
・

同
法
六
三
条
、年
少
者
労
働
基
準
規

則
第
七
条
・
第
八
条
）。

　
　
　
年
少
者
は
、発
育
過
程
に
あ
り
、危

害
を
十
分
に
自
覚
で
き
な
い
か
ら
で

す
。上
記
規
定
で
は
、危
険
・
有
害
な

業
務
、重
量
物
を
取
り
扱
う
業
務
等
、

禁
止
さ
れ
る
業
務
が
具
体
的
・
詳
細

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
　
児
童
に
つ
い
て

　（
一
）使
用
者
は
、満
一
五
歳
に
達
し
た

日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
一
日
が
終

了
す
る
ま
で
、原
則
と
し
て
、そ
の
者

を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

（
労
基
法
第
五
六
条
一
項
）。義
務
教

育
期
間
中
の
児
童
を
保
護
す
る
た
め

で
す
。

　
　
　
例
外
と
し
て
、一
定
の
事
業（
労
基

法
・
別
表
第
一
第
一
号
か
ら
第
五
号
）

以
外
の
事
業
で
、児
童
の
健
康
及
び

福
祉
に
有
害
で
な
く
、か
つ
、そ
の
労

働
が
軽
易
な
も
の
に
つ
い
て
は
、行

政
官
庁（
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署

長
）の
許
可
を
受
け
て
、満
一
三
歳
以

上
の
児
童
を
そ
の
者
の
就
学
時
間
外

に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。映

画
の
製
作
又
は
演
劇
の
事
業
に
つ
い

て
は
、満
一
三
歳
に
満
た
な
い
児
童

で
も
、同
様
と
さ
れ
て
い
ま
す（
労
基

法
第
五
六
条
二
項
）。

　（
二
）使
用
者
は
、使
用
す
る
児
童
に
つ

い
て
、修
学
に
差
し
支
え
な
い
こ
と

を
証
明
す
る
学
校
長
の
証
明
書
及
び

親
権
者
又
は
後
見
人
の
同
意
書
を
事

業
場
に
備
え
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す（
労
基
法
第
五
七
条
二
項
）。

　
就
労
体
験
は
、子
ど
も
に
と
っ
て
、未
知

の
社
会
と
関
わ
り
、大
人
の
世
界
を
垣
間

見
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
体
験
で
す
。

ま
た
、人
手
不
足
と
言
わ
れ
る
中
、今
後
、

未
成
年
者
が
貴
重
な
労
働
力
と
な
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　
未
成
年
者
の
雇
用
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
日
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

未
成
年
者
の
雇
用
弁
護
士

　佐
藤

　亮

法律コラム
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こ
こ
二
年
く
ら
い
「
家
族
信
託
」
と
い

う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。
信
託
に
は
他
に

も
「
商
事
信
託
」「
公
益
信
託
」
な
ど
様
々

な
使
い
方
が
あ
る
よ
う
で
、
恥
ず
か
し
な

が
ら
資
格
者
で
あ
り
な
が
ら
、
信
託
に
つ

い
て
深
く
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
。
寄
稿
す

る
こ
と
を
機
会
に
信
託
に
つ
い
て
触
れ
て

み
よ
う
と
、
自
分
へ
の
戒
め
も
込
め
た
次

第
で
す
。

　
さ
て
、
冒
頭
で
挙
げ
た
「
家
族
信
託
」

で
す
が
、
紹
介
の
さ
れ
方
が
「
相
続
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」、「
遺
留
分
が
消
え
る
」

な
ど
刺
激
的
で
し
た
。
信
託
法
九
一
条
で

は
、
受
益
者
の
死
亡
に
よ
り
受
益
権
が
消

滅
し
て
、
他
の
者
が
新
た
な
受
益
権
を
取

得
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。
難
し
い
こ
と

は
考
え
ま
せ
ん
、
例
え
ば
生
命
保
険
。
相

続
に
お
い
て
生
命
保
険
金
は
受
取
人
の
固

有
の
権
利
の
た
め
、
相
続
財
産
に
あ
た
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
命
保
険
自
体

が
特
別
受
益
で
あ
れ
ば
別
で
す
が
、
原
則

と
し
て
、
遺
留
分
算
定
の
基
礎
に
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
し
遺
留
分
減
殺
の
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。
信
託
法
九
一
条
の
「
他
の
者

が
新
た
な
受
益
権
を
取
得
す
る
」
を
一
つ

の
根
拠
と
し
て
、
生
命
保
険
と
同
じ
よ
う

に
考
え
る
よ
う
で
す
。「
受
益
者
連
続
信

託
」
と
い
っ
た
枠
組
み
を
使
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
不
動
産
を
継
が
せ
た
い
が
遺
留

分
減
殺
請
求
が
心
配
だ
、「
受
益
者
連
続

信
託
」
の
枠
組
み
で
何
と
か
な
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
夢
の
よ
う
な
枠
組
み
で
す
が
、
一
方
で

遺
留
分
制
度
の
潜
脱
で
す
。平
成
三
〇
年
、

こ
の
枠
組
み
を
利
用
し
た
信
託
が
遺
留
分

制
度
の
潜
脱
で
あ
り
、
公
序
良
俗
に
反
し

て
無
効
の
判
決
が
出
ま
し
た
。
控
訴
さ
れ

て
い
る
の
で
今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
は

あ
り
ま
す
。
事
案
も
複
雑
な
た
め
、
詳
細

が
知
り
た
い
方
は
二
〇
一
九
年
v
o
l
.

11
「
信
託
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
参
照
下
さ
い
。

私
が
驚
い
た
の
が
公
序
良
俗
違
反
で
す
。

そ
れ
も
、
司
法
書
士
が
枠
組
み
を
し
た
民

事
信
託
（
契
約
）
の
一
部
が
無
効
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
主
観
で
す
が
こ
の

公
序
良
俗
違
反
は
、
水
戸
黄
門
の
印
籠
の

よ
う
な
伝
家
の
宝
刀
で
あ
り
、
契
約
自
由

の
原
則
の
観
点
か
ら
は
諸
刃
の
剣
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
判
例
で
も
簡
単
に

は
出
さ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

不
動
産
を
継
が
せ
た
い
た
め
司
法
書
士
に

相
談
、
遺
留
分
減
殺
を
避
け
る
た
め
に
信

託
を
提
案
、
そ
の
一
部
が
無
効
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
、
聞
い
た
だ
け
で
心
に
フ
タ
を

し
た
く
な
り
ま
す
。
こ
の
判
例
を
挙
げ
る

と
信
託
の
枠
組
み
を
否
定
し
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
信
託
の
種
類
は
豊
富
で
あ
り
、

今
回
挙
げ
た
受
益
者
連
続
信
託
も
平
成
三

〇
年
の
判
例
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
遺
留

分
を
配
慮
す
れ
ば
と
て
も
良
い
枠
組
み
で

す
。
た
だ
、
新
し
い
も
の
で
判
例
理
論
が

確
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
注
意
が
必
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
改
正
債
権
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
い

ま
す
。）
が
、一
部
を
除
き
、令
和
二
年
（
二

〇
二
〇
年
）
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
（
公
証
人
の
保
証
意
思
の
確
認
手
続
に

関
す
る
規
定
は
同
年
三
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
）。
今
回
の
寄
稿
で
は
保
証
に

関
す
る
改
正
事
項
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
保
証
の
基
本
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

解
釈
の
明
文
化
の
ほ
か
様
々
な
改
正
が
さ

れ
ま
し
た
。
新
法
四
五
八
条
は
、
民
法
四

四
一
条
を
準
用
し
、
連
帯
保
証
人
に
対
す

る
履
行
の
請
求
・
免
除
に
つ
い
て
、
原
則

と
し
て
主
債
務
者
に
対
し
効
力
を
生
じ
な

い
と
変
更
し
て
い
ま
す
。
時
効
管
理
に
注

意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
保
証
人
保
護
の
観
点
か
ら
情
報

提
供
義
務
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
新
法
四
五
八
条
の
二
で
、
委
託
を

受
け
た
保
証
人
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き

は
、
債
権
者
は
、
主
た
る
債
務
の
履
行
状

況
に
関
す
る
所
定
の
事
項
に
つ
い
て
情
報

提
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

新
法
四
五
八
条
の
三
で
、
個
人
保
証
の
主

債
務
者
が
期
限
の
利
益
を
喪
失
し
た
場
合

に
は
、
債
権
者
は
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
た

と
き
か
ら
二
箇
月
以
内
に
、
保
証
人
に
対

し
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず

（
同
条
一
項
）、
保
証
人
に
対
し
て
は
通
知

を
す
る
ま
で
に
生
じ
た
遅
延
損
害
金
を
請

信
託
を
一
部
無
効
と
し
た

判
決（
東
京
地
裁
平
成
三
〇
年
九
月 

一 

二
日
）

司
法
書
士

　金
子

　博

寄稿

改
正
債
権
法
の
保
証
に

関
す
る
改
正
事
項

弁
護
士

　羽
鳥

　正
靖

寄稿

求
で
き
な
い
（
同
条
二
項
）
と
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
新
法
四
六
五
条
の
一
〇
で

は
、
個
人
保
証
で
、
事
業
の
た
め
に
負
担

す
る
債
務
を
主
債
務
と
す
る
保
証
契
約
や

こ
れ
を
主
債
務
の
範
囲
に
含
む
根
保
証
契

約
に
つ
い
て
は
、
そ
の
委
託
を
す
る
主
債

務
者
は
、
自
己
の
財
産
及
び
収
支
の
状
況

に
関
す
る
情
報
を
委
託
を
受
け
る
者
に
対

し
て
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

ま
し
た
（
同
条
一
項
）。
主
債
務
者
の
義

務
違
反
に
よ
り
保
証
人
が
誤
認
し
て
保
証

契
約
を
し
、
か
つ
債
権
者
が
主
債
務
者
の

義
務
違
反
を
知
り
得
た
場
合
に
は
、
保
証

人
は
保
証
契
約
の
取
消
し
が
で
き
ま
す

（
同
条
二
項
）。
債
権
者
と
し
て
は
情
報
提

供
義
務
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
根
保
証
契
約
に
つ
い
て
も
、

極
度
額
と
元
本
確
定
事
由
等
に
関
す
る
規

律
の
適
用
対
象
が
個
人
根
保
証
全
般
に
拡

大
さ
れ
て
い
ま
す（
新
法
四
六
五
条
の
二
・

四
六
五
条
の
四
・
四
六
五
条
の
五
）。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
個
人
が
安
易
に
保
証

人
に
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
公
証

人
に
よ
る
保
証
意
思
確
認
の
手
続
が
新
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
新
法
四

六
五
条
の
六
〜
九
は
、
事
業
の
た
め
に
負

担
し
た
貸
金
等
債
務
を
主
債
務
と
す
る
保

証
契
約
や
こ
れ
を
主
債
務
の
範
囲
に
含
む

根
保
証
契
約
に
つ
い
て
、
一
定
の
例
外
を

除
き
、
公
証
人
が
保
証
人
に
な
ろ
う
と
す

る
者
の
保
証
意
思
を
事
前
に
確
認
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
確
認
手
続
を
経
て
い
な
い

保
証
契
約
は
無
効
と
な
る
旨
が
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。



集
を
読
ん
で
欲
し
い
で
す
ね
。

　
中
学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
せ
い
か
、
よ
う
や
く
子
ど
も
の
教
育
に

つ
い
て
真
面
目
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
中
学
生
に
と
っ
て
高
校
受
験
は
避

け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
壁
で
あ
り
、
自
ら

の
力
で
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
一
方
で
、
受
験
の
た
め
に
少
な
く
な
い
時
間

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
割
い
て
き
た
身
と
し
て
は
、

そ
の
費
や
し
た
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
そ
の
後

の
人
生
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た

の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
令
和
の
時
代
に
学
歴
が
ど
の
程
度
意
味
を

持
つ
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
が
受
験

の
過
程
に
ど
の
程
度
の
意
味
を
持
た
せ
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
最
近
は
真
面
目
に
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
五
月
一
日
か
ら
、「
令
和
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。
皆
様
は
ど
の
よ
う
に
お
感
じ
で
し
ょ

う
か
。「
元
号
」
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な

考
え
方
や
意
見
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
私
は
、

新
し
い
時
代
の
始
ま
り
を
素
直
に
喜
び
、
心
機

一
転
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い
気
分
で
す
。

　
平
成
の
始
ま
り
は
、
世
間
の
ム
ー
ド
も
明
る

い
も
の
で
は
な
く
、
非
常
に
厳
か
な
も
の
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
大
学
受

験
直
前
で
、
決
し
て
明
る
い
気
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
平
成
か
ら
令
和
の
改
元
は
、
明

る
く
、
お
祭
り
の
よ
う
な
ム
ー
ド
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
改
元
も
良
い
も
の
だ
な

と
、
感
じ
ま
し
た
。

　
時
間
の
流
れ
は
、
人
の
思
惑
と
は
無
関
係
に
、

た
だ
進
ん
で
い
き
、
と
も
す
れ
ば
、
無
為
に
過

ご
し
て
し
ま
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
人
為
的

に
時
代
を
区
切
り
、
時
間
の
流
れ
を
意
識
す
る

こ
と
は
、
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
必
要
な

こ
と
と
も
思
い
ま
す
。

　
時
代
に
取
り
残
さ
れ
ず
、「
令
和
の
弁
護
士
」

を
目
指
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
挑
戦
し

続
け
る
」
と
い
う
新
た
な
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

よ
く
聞
く
お
話
で
す
が
、
障
壁
は
成
長
の
機
会

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
覚
悟
を
新
た
に

し
た
次
第
で
す
。

　
一
つ
の
挑
戦
を
ご
報
告
し
ま
す
と
、
第
四
五

回
高
崎
ま
つ
り
に
お
い
て
も
て
な
し
・
花
火
警

備
部
門
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
慣
れ
な
い

こ
と
ば
か
り
で
悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
が
、
い
か

に
来
場
者
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
な
設
営

を
行
え
る
か
検
討
し
て
マ
ネ
ー
ジ
す
る
と
い
う

経
験
は
、
日
々
の
業
務
に
も
相
通
ず
る
も
の
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
本
ご
挨
拶
の
執
筆
中

は
祭
り
に
向
け
て
の
準
備
が
本
格
化
し
て
い
る

段
階
で
す
が
、
本
書
発
行
時
ま
で
に
は
今
回
の

経
験
を
整
理
し
て
自
分
な
り
に
消
化
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
令
和
と
い
う
新
時
代
に
お
き
ま
し
て
も
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
年
は
梅
雨
が
長
く
、
い
ま
ひ
と
つ
す
っ
き

り
し
な
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
皆
様

い
か
が
お
す
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
本
年
五
月
か
ら
、
新
元
号
「
令
和
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
生
ま
れ
の
私
と
し
て
は
、
平
成
が

過
去
の
時
代
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
少

し
物
寂
し
さ
を
覚
え
ま
す
。
と
同
時
に
、
私
に

と
っ
て
は
、
三
〇
歳
と
な
る
節
目
の
年
な
の
で

す
が
、
不
本
意
な
が
ら
、
体
力
の
衰
え
を
実
感

す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
先
日
の
弁
護
士
会
野
球
部
の
練
習
試
合
で

は
、
三
塁
線
際
の
サ
ー
ド
ゴ
ロ
を
一
塁
に
送
球

し
よ
う
と
足
を
踏
ん
張
っ
た
際
に
ハ
ム
ス
ト
リ

ン
グ
に
痛
み
を
覚
え
、
あ
え
な
く
途
中
交
代
と

な
り
ま
し
た
。

　
怪
我
で
仕
事
に
支
障
を
来
す
こ
と
の
な
い
よ

う
、
己
の
限
界
を
弁
え
て
、
草
野
球
を
楽
し
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
も
ど
う
か
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
令
和
「
元
」
年
と
あ
る
意
味
年
始
め
に
な
り

ま
す
の
で
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
て
み
た
い
と

思
う
の
が
人
情
？
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私

は
先
日
人
生
初
の
ラ
ジ
オ
出
演
を
果
た
し
ま
し

た
。
七
月
八
日
（
月
）
一
九
時
〜
一
九
時
三
〇

分
の
ま
え
ば
し
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
エ
フ
エ
ム
の
「
前
橋

と
我
ら
の
ブ
ル
ー
ス
」
と
い
う
番
組
に
ゲ
ス
ト

出
演
し
ま
し
た
。「
や
っ
て
し
ま
っ
た
な
」
と

思
っ
た
こ
と
は
、
話
が
上
手
く
膨
ら
ま
ず
放
送

に
間
が
で
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
リ
ス

ナ
ー
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
会

話
を
膨
ら
ま
せ
る
方
法
も
上
達
さ
せ
な
い
と
な

と
思
っ
た
次
第
で
す
。
と
り
あ
え
ず
私
の
最
も

好
き
な
曲
の
一
つ
で
あ
るsakanaction

の

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
フ
ル
で
流
し
て
い
た
だ
い

た
の
で
非
常
に
満
足
し
ま
し
た
。

　
夏
の
暑
さ
は
厳
し
い
で
す
が
、
皆
様
も
水
分

を
し
っ
か
り
取
っ
て
お
身
体
を
大
事
に
な
さ
っ

て
下
さ
い
。

　
平
成
と
共
に
歩
ん
で
き
た
弁
護
士
人
生
を
振

り
返
り
ま
す
。
弁
護
士
登
録
後
の
約
一
五
年
間

は
法
律
実
務
能
力
の
研
鑽
と
実
績
造
り
に
明
け

暮
れ
て
い
ま
し
た
。「
勝
て
る
」
弁
護
士
と
し
て
、

依
頼
者
層
の
信
頼
を
獲
得
す
る
た
め
に
猪
突
猛

進
を
し
て
い
た
感
が
あ
り
ま
す
。
開
業
一
〇
年

を
経
た
頃
か
ら
、
法
律
事
務
所
経
営
者
と
し
て
、

安
定
し
た
法
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の

仕
組
み
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
最
近
の
一

〇
年
間
は
、
法
律
事
務
所
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
と
人
材
造
り
に
留
意
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
令
和
と
い
う
新
た
な
時
代
を
迎
え
、
当
事

務
所
が
ど
の
よ
う
に
羽
ば
た
く
の
か
（
私
の
夢

は
実
現
で
き
る
の
か
）、
若
干
の
心
配
も
あ
り

ま
す
が
、
大
き
な
【
楽
し
み
】
で
あ
り
ま
す
。

「
令
和
」
の
出
典
が
万
葉
集
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
書
店
で
は
万
葉
集
関
係
の
本
を
良
く
見
か

け
ま
す
。
万
葉
集
に
は
、
魂
を
題
材
と
す
る
歌

が
多
く
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
恋
を
す
る
と
、

魂
が
抜
け
て
恋
人
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。
当
時
の
人
々
は
、
魂
が
抜
け
出
さ
な

い
よ
う
身
体
に
つ
な
ぎ
止
め
る
た
め
の
紐
（
玉

の
緒
）
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
考
え
方
は
、「
た
ま
げ
た
」（
魂
が
消
え
る
）

と
い
う
言
葉
に
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
科
学
が

ど
れ
だ
け
発
展
し
て
も
、
私
た
ち
は
、
心
の
ど

こ
か
で
、
魂
を
信
じ
る
心
情
を
持
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
全
て
を
デ
ー
タ
に
還
元
し
て
分
析
す

れ
ば
人
間
が
分
か
る
と
考
え
る
人
こ
そ
、
万
葉

新
し
い
時
代
令
和
を
迎
え
て

栗
原
　
秀
和

田
島
慎
太
郎

長
井
　
友
之

佐
藤
　
　
亮

並
木
　
駿
介

飯
野
　
　
豪

羽
鳥
　
正
靖
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